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3D 地形の教育普及を加速させるナビ・方法論と実践モデルの開発 
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【日本の災害の現状】地震、台風、津波、土砂災害など、あらゆる災害が起きており、災害大国とな

っている。これに対し、人々の防災に対する認識は正常性バイアスがかかりやすく、大切と分かって

いても取り組めないのが現実である。ただ、子ども達のプログラミングが必修化されたこともあり、

IT に関する関心は高い。このサービスは、災害データを統計的に可視化することで、少しでも防災に

関心を持ってもらう人を増やす取り組みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の課題】 

・変換ツールの開発…災害データ（CSV や PDF など）のあらゆるデータ加工を容易にするため。 

・オープンデータ化…他のエンジニアにも利用してもらい、新しい防災サービスの価値提供をする。 

・実績を増やす…公開して 1年のサービス。より認知度を上げるため、実績を増やす必要がある。 

【災害データの可視化】 

気象庁や国土地理院の災害データを

使用し、２Ｄ・３ＤマップやＧＬによ

るグラフィックでの可視化に挑戦し

た。 

西日本集中豪雨での局所的な降雨量

や熊本地震の群発地震の様子、熱海市

の土砂災害発生場所、トンガ火山噴火

による日本列島の潮位変化など、災害

の種類に捉われることなく、可視化で

きた。次世代に伝えていくために統計

的に描写できた意味合いは大きいと

いえる。 
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DP Note ‒ 防災に関する考察ブログサービス - 
齋藤 仁志 
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防災、２D・３D マップ、GL、防災図解、防災教育 

【防災図解による情報発信】 

防災と聞くと、難しそう等のネガティブなイメ

ージを持たれる方が多い。分かりやすく伝える

ため、図解による情報発信を行った。 

【効果】 

私のメインな発信媒体は Twitter である。アク

セス解析を試みたところ、通常のツイートより

も６～７倍の拡散率となった。特に日本全国ダ

ムマップは 90,000 インプレッションを超える

驚異的な伸び率となり、関心の高さが伺えた。 
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このアプリは「誰でも使いやすく親しみやすい」をコンセプトに開発した防災や災害に関する情

報を発信するアプリです。 

キーワード 

SHS 災害.info 
佐土原高校 
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防災アプリ・防災学習・災害情報・避難場所情報 

警戒レベル表の解説 キキクルと雨雲の画面を重ね合わせる 

大雨時の避難行動 避難所やハザードマップを保存する機能 

英語化 最大浸水想定深さ 
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～地図の好きな個人が趣味で運営している地図サイトで、全て無料で利用できます～ 

https://info.qchizu.xyz 

   
▲全国Ｑ地図での表示例（奈良県森林基本図＋全国橋梁マップ） 

 

■国土地理院が GitHub で公開している地理院地図のソースコードを利用して開発 

■2020.1.13 にサイトを公開し、現在の閲覧数は 19,789 ページビュー／月(2022.9) 

■独自コンテンツ「Ｑ地図タイル」が閲覧可能 

 地形図類 

過去の地理院タイル、都道府県作成の森林基本図、都道府県作成の地形図、市町村作成

の都市計画基図など（紙地図換算でおよそ 21,000 面相当） 

 主題図類 

  全国道路構造物マップ（橋梁、トンネル等）、全国農業用ため池マップなど（計 15 種類） 

 →行政機関や図書館に眠る有用な測量成果等を発掘し、使いやすい形で Web 公開（＝Ｇ空

間情報の活用促進） 

■行政機関、教育（学校）、防災、研究（大学）、調査・趣味など様々な分野で利用実績あり 

 

キーワード 

各種地形図・地図情報の統合閲覧サイト「全国Ｑ地図」 
全国Ｑ地図管理者 

Geo Activity Contest 

地理院地図、旧版地図、公共測量成果、橋梁、ため池 

閲覧できる地図 

・地理院地図の 

全ての地図 

・独自コンテンツ  

(Ｑ地図タイル） 
・今昔マップなど 

外部タイル 

独自機能として、

ワンクリックで現

在の場所を 

・Google ストリー

トビュー 

・Yahoo!地図 

などで表示可能 

地理院地図をベースに独自のレイヤー、機能を 
追加した各種地形図・地図情報の統合閲覧サイト 
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iPhone で３D地図を作ってみた！  
日本大学経済学部 

田中圭ゼミナール 
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iPhone ３D 地図 フリーソフト 
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【開発背景】 
気候変動の影響により、これまで災害の影響をあまり受けなかった地域でも、避難訓練や減災に向けた取

り組みが重要になっています。 
 
【システムの概要】 
VR 避難シミュレーションは、実際の地図情報から生成された仮想空間上に洪水を発生させ、避難所まで

の移動を VR を使って体験するシステムです。 

 
また、VR 上で取った行動はパターン化され避難行動モデルとして利用されます。これを人流シミュレー

ションに入力することによって、リアルな人の行動を模倣する人流シミュレーションを実施できます。こ

れによって、例えば、世代別人口構成を考慮し、地域毎に適した防災計画を立案することが可能になると

考えております。 
 

【他にない特徴】 
本システムでは、現実の地形情報を使い、洪水シミュレーションの結果を VR 上の仮想空間に投影する

ことで、様々な場所でのリアルな災害状況を再現しています。 
 
【システムの社会実装に向けて】 
我々は、VR 避難シミュレータと減災オープンプラットフォーム ARIA を中心として、洪水を発生させる

人・避難する人・避難する人を誘導したり、警報を発令したりする災害対策担当者の方々、それら様々な

プレイヤーを巻き込んで総合的な防災訓練を実施することができるような環境プラットフォームの構築

を目指しています。我々は、このように新たな形での防災 IT のあり方というものを提案していきたいと

考えています。 
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VR を使った洪水避難訓練と行動データの分析システム 合同会社 

World Arc Lab 
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VR，避難訓練，行動分析，洪水シミュレーション 
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2022 年に全国の高等学校で新科目「地理総合」が必修化 

 

より良い地理授業をアシストするために 2020 年に全国の地理教員たちで結成 

 

地理教材共有化の会の主な活動 

 

 

 

 

 

 

・ウェブサイトを用い、共有しやすい Google スライドを無償共有 

・CC BY 4.0 で公開しているので、教育現場に合わせて改変可能 

・地理総合で学ぶべき【GIS】【国際理解】【防災】の 3 観点を取り入れた教材 

・グループメンバーの協働により作成された良質な教材 

 

特に、地理歴史科教員の中でも苦手意識を持つ 

教員が多いとされる GIS に関しては、各単元に 

おいて WebGIS を用いた教材を提案することで、 

活用を促すよう工夫。 

 

 

【画像】GIS、国際理解、防災の観点を取り入れた教材スライド 
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地理教材共有化プロジェクト ～地理総合必修化に向けたアシスト～ 

地理教材共有化の会 
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地理教育／教材共有／地理総合／GIS／地理院地図 

地理教材共有化の会とは 

共有教材の特徴と例 

ウェブサイトでの教材共有 毎月約 3 回のビデオ会議交流会 

教員対象のオンラインセミナー SNS でのコミュニティー 
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このアプリの構想は、某有名人が散策する番組が大好きな私が「こんなことができたらいいなあ」と思

ったのがきっかけになる。小さい頃から家族で出掛けてはその場所の特徴などで写真を撮り、記念に残

してきた。しかし、写真もどの場所かわからないことや、ここはどこ？と思うこともしばしばあった。

学校ではその場所がどんな場所かを調べる学習（修学旅行の事前学習など）では地形の成因や文化の由

来など多くの調査することがあった。 

学校でも家族などの個人的なお出かけでも、折角調べたのなら、行ってきたのなら、記念に残し更に、

次の発見をしたくなるようなアプリが欲しいと考えた。そこで地球を意味する『terra』と、狩に行くよ

うに『hunting』散策するから『テラはん』と名付けた。 

《どんなアプリなのか》 

 ・地図と風景の融合 

訪れた場所の写真を地図の中にピン留めし思い出を残すことができる。 

季節の変化など複数の保存と地図での確認ができる。 

・スタンプラリーのように名所旧跡をめぐる 

いくつかのテーマを設定し、その場所の記念写真をスタンプ帳にピン留めすると、 

スタンプを集めていくことができる。 

また、その場所についても？アイコンを押すと解説サイトへつながるので、 

思い出がさらに深まる。次のお出かけの目標やきっかけに繋がる。 

例えば…日本の世界遺産（文化庁）、日本の百名山(ウキペディア)、 

日本のジオパーク（サイト）など 

・学校行事の学習教材として 

地図に行程の道順や訪問予定の場所をピン留めし、事前に自分で調べたことを 

メモ書きでき、レイヤーで残すことができる。またその場で撮った記念写真や 

思い出も一緒に残すことが可能になるのでペーパーレスとして移動教室等でも 

持ち物が減る。 

個人の旅行でも利用でき、夏休みなどの思い出や課題としても活用できる。 

 

《今後の展望》 

個人の利用、学習教材として学校での利用、だけにとどまらず、地図から見る防災の観点では自治体で

も活用の可能性は広がっていると考える。また、日本だけではなく、世界の地形が地図でつながり、思

い出との融合が生まれれば、無限の可能性があるアプリである。 

 

※１学習院女子高等科 ※２東京学芸大学地学教室 ※３orisys 
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『Terra hunting』アプリの構想～地図と景色と思い出の融合～ 小林 明日佳
※１

・ 

小林 佳栄
※２

・荒木 香織
※３
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地図、写真、お出かけ、スタンプ帳、地理教育、地学教育 
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【概要】・道路占用工事に関する、道路の掘り返し防止、工事の安全対策をはじめとする、調査・
協議・申請・届け出など、行政手続きのオンライン化を、支援するシステムです。 

システム利用前

システム利用後システム利用後

システム利用前

キーワード 

地理院地図で DX_ 
進化した道路占用オンライン協議・申請システム

一般社団法人 

ＧＩＳ支援センター 

Geo Activity Contest 

行政手続、オンライン化、自治体 DX、道路占用、地理院地図 

問い合わせ 一般社団法人 ＧＩＳ支援センター https://home.gis-sc.or.jp/ mail:gis-office@gis-sc.or.jp 
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 富士の裾野の曲線美はどのようにして生まれたのでしょうか。斜面の角度はそれを作る粒子の形や大きさで

きまり、火口から遠ざかるほど連続的に粒径が小さくなるため作られた安息角の違いによる曲線美が生まれるの

です。その形状が維持されるのは粒子表面に働く表面張力と水の粘性による流動に伴う負圧を生じて土塊を形

成して、変形に抵抗するからです。 

 斜面は傾斜角だけ傾いた土塊が倒れようとします。その結果、土塊はわずか回転し、底の部分と地表とに引

っ張り亀裂を生じます。この亀裂面には表面張力が働かないので全体としての粘着力が低下するのです。スベ

リと転倒の安全率は同じになっていて地下水位が地表まであがった時にそれぞれに安全率 Fs=１ になるように

できています。故に樹木の根や、石積みは表土は本来崩壊しないという原理によって守られているのです。この

原理を応用して雨とヒズミの関係で表土の崩壊予測を行うのが(StrainCollapsePredictionSCOPE)法です。 

 本手法により総雨量 900 ㎜のヒズミを推測し粘着力の低下量を求め、時間雨量 90 ㎜の時の崩壊を赤色、地

下水位が限界水位の５ ０ ％ 超過を黄色で示します。崩壊数がわかれば土石流の体積が決まるので散弾銃にた

とえて銃口位置と銃身の向きが決まれば下図のピンク色のように被害範囲を書き入れることができます。 

 
 上図は愛媛県宇和島市の検討例です。土石流にも法則性があって地形から来る含水比の違いや土砂量から

被害範囲が予測できます。宇和島はミカン栽培が盛んですが、それは元々イモなどの栽培が傾斜地に石積み

を積んだ畑があってそこにミカンを植えました。石積みは表土を安定な台形にして手入れが十分であればかな

り丈夫なのですが近年はその手入れ不足で緩んだミカン畑にでの実際の崩壊は想定より多いようです。これも

石積みや樹木の山を守る仕組みがよく理解されていないためと思われます。 
 

秋山調査設計    ＳＣＯＰＥによる表層崩壊の予測 

地図、衛星写真、崩壊、土石流、予測、林業、防災、コミュニティ 
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地理院地図を用いた公共系施設管理プラットフォーム創作と活用へ 
AGRIGEO 金澤隆康 
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地理院地図、公共施設管理、IOT、プラットフォーム、マルチステークホルダ 
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HMG～ ～ハザードマップゲーム  東京カートグラフィック（株）
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防災・教育・地形・エンタメ・ 
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